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　11月５日（金），Ａコープさつま店において，薩摩

中央高校の生徒の皆さんが，赤い羽根共同募金の街

頭募金活動をしてくださいました。お客さんに対し

て募金の呼びかけをしてくださり，たくさんの募金

の協力をいただきました。

　募金してくださいました方々，薩摩中央高校の生

徒の皆さん，そして先生方，ご協力ありがとうござ

いました。

【薩摩中央高校生による赤い羽根共同募金の

　街頭募金活動】

　11月12日（金）に，宮之城中学校１年生170名を

４クラスに分けて，「地域に暮らす高齢者，高齢者と

のかかわりについて」をテーマに，さつま町社協職

員が講話を行いました。

　個人ワークも織り交ぜ，生徒の皆さんは熱心に話

を聞いてくださいました。また，発表も積極的で，

学習の最後には，自分達が地域で出来ることも考え

てもらいました。

　10月４日（月），船木区五反田サロンへ，地域

福祉出前講座に行ってまいりました。地域福祉に

関する話の他，地域での助け合いについての話や，

時にはレクリエーションも織り交ぜながら，「地

域福祉」について考えてもらいました。

　講座の時間は１時間でしたが，あっという間の

１時間でした。

　７月28日（水），求名区福祉部において，あん

しんカプセルの取り組みについて説明会が開かれ，

救急車での搬送の際に役立った事例の紹介なども

あり，今後，求名区全域で取り組んで行かれるこ

ととなりました。

　説明会に参加された方々は，熱心に説明を聞い

てくださり，取り組みの重要性を理解してくださっ

ていたようでした。

【宮之城中学校における福祉学習】

【地域福祉出前講座　船木区五反田サロン】

【求名区福祉部のあんしんカプセルの取り組み】
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　９月７日（火），鶴田地区社会福祉協議会において，

あんしんカプセルの取り組みについて当さつま町社

会福祉協議会が説明を行いました。このあんしんカ

プセルは，さつま町が費用の助成を行っており，鶴

田区でも全域で取り組んで行かれることとなりまし

た。

　10月28日（木），平川区で支え合いマップの見

直しが実施されました。各公民会ごとに分かれ住

宅地図を囲み，参加された方々が主体的に書き込

みなどを行われ，とても意欲的に取り組まれてい

ました。

　また，支え合いマップの書き込み後は，それぞ

れの公民会で出来そうなことはないか話し合われ，

模造紙に書き出されました。

　平川区では，支え合いマップの見直しが毎年の

恒例行事となり，地域福祉活動として定着してき

ています。

【鶴田地区社会福祉協議会のあんしんカプセル

　の取り組み】

【平川区支え合いマップづくり】
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【エコキャップについてお願い】
　日頃から，エコキャップ（ペットボトルのふた）収集にご協力をいただき，誠にありがとうご
ざいます。
　ご協力をいただいていて恐縮ではございますが，エコキャップ回収業者からお願いがありまし
た。エコキャップを粉砕する機械の故障防止の為，①通常の大きさ以外の大きさのキャップを混
入しない。②キャップを洗浄してもらいたい。③金属のふた等の異物を混入しない。以上の点に
ついて，何卒ご理解の上ご協力をよろしくお願いします。
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　浴槽に入る際，まず，写真の赤い部分の手

摺りを持ち，ピンクの座面に座ります。座っ

た座面が回転するようになっており，そのま

ま体の向きを変え，浴槽に入ることができま

す。

　浴槽から出る時も，ピンクの座面に座り体

の向きを変えることで，浴槽から出ることが

できます。

　負担になる介護の１つとして，入浴の介助

も挙げられると思いますが，介護者の負担軽

減に一役かってくれる介護用品ではないで

しょうか？

介護用品について，かごしま県民交流センター２階にも，さまざまな介護用品の展示があります。

ふれあい・いきいきサロンや高齢者クラブ等で，一度見学されてはいかがでしょうか。

鹿児島県介護実習・普及センター　☎０９９－２２１－６６１５・６６１６
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【福祉用具紹介　座面回転盤　バスベンリー】
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【フレイル予防について】 からだや心の元気を保ちましょう‼
【フレイルとは】

　からだや心の機能が低下した状態を「フレイル（健康と要介護の中間の虚弱状態）」といい，フレ

イルが進むと，からだの回復力や免疫力の低下につながります。

　次の項目のうち，３項目以上に該当するとフレイルの疑いがあります。

　①　６か月で２㎏以上の体重減少

　②　筋力（握力）低下

　③　ここ２週間わけもなく疲れた感じがする

　④　歩く速さが遅くなった

　⑤　週に１回も運動していない

【フレイル予防の３つのポイント】

　１　運動（できる範囲で）

　　○30分～１時間の散歩・スクワット・ラジオ体操・足踏み等

　２　食生活・口腔ケア

　　○バランスの良い食事を３食しっかりとる・毎食後の歯磨き・

　　　しっかり噛んで食べる・電話や話すことで口の筋肉を使う

　３　人との交流・つながり

　　○家族や友人との交流（ちょっとしたあいさつや会話も大切）
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之
脇　

悟
（
佐
志
）　

故　

宮
之
脇
ツ
キ
エ

外
越　

ノ
シ
（
船
木
）　

故　

外
越　
　

力

折
小
野
千
代
（
白
男
川
）
故　

井
川
ア
キ
エ

濵
田　

泰
弘
（
霧
島
市
）
故　

濵
田　
　

等

栃
囿　

イ
ネ
（
船
木
）　

故　

栃
囿　

秀
光

中
島　

行
光
（
柏
原
）　

故　

中
島
ヤ
ツ
子

森
園　

利
隆
（
久
富
木
）
故　

森
園　
　

登

小
谷
田
重
子
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

鹿
子
島
マ
サ
子

上
畝　
　

（
久
富
木
）
故　

上
畝
マ
チ
子

皆
様
の
善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

【
備
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

（
車
椅
子
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
・

高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト　

等
）

　

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ

つ
ま
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
車
椅
子

や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
貸
し
出

し
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
は
無
料
で
、

車
椅
子
は
一
ヶ
月
間
だ
け
無
料
で
す
。

　

お
気
軽
に
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話　

52
〜
１
１
２
３
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編

集

後

記

　

師
走
と
な
り
冷
え
こ
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
暮
ら
し
の
状
況
も
、
今

後
ど
の
よ
う
な
進
路
を
辿
る
の
か
、

と
て
も
気
が
か
り
な
状
況
で
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
激
増

期
と
比
べ
る
と
下
火
に
は
な
っ
た
も

の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
意

識
し
な
い
生
活
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。
日
頃
の
予
防

対
策
を
し
っ
か
り
行
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

広
報
誌
第
59
号
を
発
行
い
た
し
ま

し
た
。
発
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

為
に
、
有
用
な
情
報
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
よ
り
見
や
す
い
誌
面
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業により，生活資金でお悩みの皆さまへ

一時的な資金の緊急貸付に関するご案内
　各都道府県社会福祉協議会では，低所得世帯等の方々に対して，生活費等の必要な資金の貸付を行う，

生活福祉資金貸付制度を実施しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ，貸付の対象世帯を低所得世帯以外に拡大し，休業や失

業等により生活資金でお悩みの方々に向けた，緊急小口資金等の特例貸付を実施します。

　特例貸付の具体的な内容のお問合せや貸付のご相談は，さつま町社会福祉協議会までご連絡ください。

　さつま町社会福祉協議会（宮之城ひまわり館）電　話：０９９６-５２-１１２３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地：さつま町宮之城屋地２１１７-１

【無料法律相談】

　　　※事前に予約が必要です。

　　　電話：（代）５２～１１２３

　相談員：弁護士

　場所：宮之城ひまわり館　相談室

　日時：毎月　第３木曜日

　　午後１時30分～４時30分

　　　　※お気軽にご相談ください。

さつま町社会福祉協議会の

ホームページも，ぜひ，ご覧ください。

【心配ごと相談】

　　　※予約は必要ありません。

　相談員：さつまくらし・しごと

　　　　　サポートセンター職員

　場所：宮之城ひまわり館　相談室

　日時：毎週木曜日　10時～12時

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
の
ひ
と
つ
ば
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
剪
定
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

永
野
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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